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　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

　平成１８年　３月　１４日（火）
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・先週の3/10（金）に第一駐車場（軽自動車専用部分）に駐車していた車輌にて、運

転席側のタイヤ上付近に、へこんだ形跡がありました。シルバーのダイハツ・ミラジーノですが、お心あたりと目撃情報のある方は、庶務グループまでご連絡ください。もし申し出がない場合は、調査いたしますので、ご協力お願いいたします。

・Ｄｒの出張に伴う変更があります。

3/19（土）当直・千葉良Ｄｒ→安ヶ平Ｄｒ　安ヶ平Ｄｒへ半日直と当直を依頼済

　3/25（土）当直・千葉良Ｄｒ→窪田Ｄｒ　　

　3/26（日）日直・千葉良Ｄｒ→窪田Ｄｒ

　4/8（土）当直・千葉良Ｄｒ→院長

＜リハビリプログラム進行状況＞

村上　幸子様～本日、退院に向けたリハビリプラン（調理実習）を行っています。

　　　　　　　病院食の材料を利用し昼食を作っています。几帳面で手際良く調理する事出来、後片付けもスムーズに行う事出来ています。本人「こんなに料理を作ったのは久し振りだ」と表情良く話されています。今後も継続し行う予定です。

＜精神科看護業務について～看護の方法～＞

８　看護実践の一連の過程は記録される。

看護実践の一連の過程の記録は看護職者や思考と行為を示すものである。吟味された記録は他のケア提供者との情報の共有や、ケアの連続性、一貫性に寄与するだけではなく、ケアの評価やケアの向上を図る上でも貴重な資料となる。必要な看護情報を効率よく、利用しやすい形で記録するかが重要である。

また、精神科看護領域においては、患者の表現をどう理解したかを明らかにすることが求められる。患者の表現をありのままに記載する工夫も大切である。　　

９　全ての看護実践は看護職者の倫理規定に基づく。

　我が国においては、患者の権利や尊厳を侵害するような精神病院での不祥事が過去幾度か起きている。全ての看護実践は、看護職種の倫理規定を行動方針として展開されるが、精神科領域で働く看護師は特に患者の権利に留意し、患者の権利が守られているかを見届けたり、患者の権利を擁護する立場に立って支援する必要がある。

　現在示されている「看護師の倫理規定」（日本看護協会、1988年）は、資料の通りである。

看護実践の組織化の基準

１　継続かつ一貫性のある看護を提供する為には組織化が必要であり、組織は理念を持たなければならない。

　看護を提供する為には、組織化が必要であり、かつ組織は適切で効果的かつ経済的に運営されなければならない。また病院内だけでなく、地域においても継続かつ一貫性のある看護が提供できるように、他部門との連携を図りながら地域支援システムの構築にも参画してく。また、組織内の交流や、疎通性を良好にする事により組織の活性化を図り、より良いケアの提供を目指す。

　その組織を運営するための基本的考え方、価値観、社会的有用性などを理念として明示する必要がある。理念の決定にあたっては、国際看護師協会が示している「看護の定義」「看護師の定義」「看護師の規律」、日本看護師協会が示している「看護師の倫理規定」などのほか、所属機関もしくは施設などの理念と矛盾してはならない。

２　看護実践の組織化並びに運営は看護職管理者によって行われる。

　看護を提供する為の組織化並びにその運営は、精神科看護に精通し、かつ看護管理に関する知識技術を持つ看護職管理によって行われる。

３　看護職管理者は看護実践に必要な資源管理を行う。

　看護を提供する為の組織が目的を達成する為に、看護職管理者は、必要な質、量の人員、物品、経費を算定（予算化）、確保して、それを有効に活用する責任を負う。さらに情報を活用した資源管理をする。

４　看護職種管理は、看護スタッフの実践環境を整える。

　看護職管理者は、看護体制を保持し、看護職者および看護補助者がその職責にふさわしい処遇を得て看護実践を行う環境を整える。

　また看護職管理者は、対応の難しい患者への関わりや、患者―看護婦関係の発展過程でおきてくるさまざまな問題について、相談したりスーパービジョンが受けられるよう支援体制を整える。

５　看護職種管理者は、看護実践の質を保証すると共に、看護実践を発展させていくための機会を持つ。

　看護職種管理者は、組織の目的に即した看護を実践する為に質の向上のためのプロ

グラムを持ち、常に研究的視点に立った活動を行う。

６　看護職管理者は、看護実践及び看護実践組織の発展のために継続教育を保証する。

　精神科領域における看護職管理者は、精神科看護実施能力を保持する為に、各人の成長と職業上の成熟を支援すると共に、看護実践組織の力を高めるための教育的環境を提供する。

　


































